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論文内容の要旨 
 
遠藤周作はカトリック作家であり、自らの小説のテーマは、西洋的、教会的なキリスト教を日
本人の自分にあったキリスト教に作り替えることだとの発言を、繰り返し行っている。そのため
もあってか今日までの遠藤研究は、もっぱらどのような神が、どのように描かれているかを論じ
てきた。しかしながら、神の問題という枠組みだけで遠藤文学を捉えることによって見過ごされ
てしまうこともまた多い。本論文は、あえて神という視点を離れて遠藤の作品を読み返すことに
よって、神の問題だけにとどまらない遠藤文学の可能性を示そうとするものである。全体は「序」、
「結」を含めて十章からなっており、一章から八章までは『白い人』以下『深い河』まで、遠藤の
初期から 後までの八つの作品についての作品論である。 
第一章『白い人』では、主人公〈私〉が他者を苛みたいという加虐の欲望の持主であることが
指摘される。ただし〈私〉自身が他者を苛むことに喜びを感じているわけではない。〈私〉にとっ
ての加虐の欲望とは、自らの醜さを背負い、基督に習おうとする神学生ジャックに対抗するため
の人間認識であり、論理である。ジャックの陶酔、偽善を打ち砕こうとして〈私〉は女学生テレ
ーズを犯すが、ジャックの自殺を前にして、茫然となる。作品は 終部で、ジャックに置き去り
にされたまま、戦争という状況を引き合いにして、自身の論理の正当性を守ろうとする〈私〉を
描いていると論じる。 
第二章『黄色い人』では、千葉とデュランの「本来的な自己」が論じられる。死期が迫った千葉
は、社会のなかで他者によって作り上げられた自分ではない、本来的な自己を求めて故郷仁川へ
向かう。しかし異国の風景に似せて作られた仁川で想い出すのは、大人の期待にあわせて演技し
ている自分でしかなく、わずかに老人デュランを苛めたことに、素顔の自分が垣間見えるだけで
ある。他方デュランにとっては、社会的な立場としての司祭こそが本来的な自己であった。しか
し、司祭として抱いたキミコへの憐憫が彼女との性交を結果したとき、彼は教会を追われ、それ
によって自分自身を失ってしまう。他者によって作られた像と自己との関係を描きつつ、作品の
後ではデュランに対するブロウの態度を通して、他者からの評価が全く得られない人間を受け
入れることが可能かという問を提示していると論じる。 
第三章『海と毒薬』では、勝呂と戸田が生体解剖へと参加していく過程を追い、固有性の喪失
を論じる。勝呂にとって 初の患者である〈おばはん〉は、患者一般ではなく固有性を持った特
別な患者と感じられる。しかし〈おばはん〉は、予定された手術の前に死ぬ。田部井夫人の手術
の失敗で患者の命は医者の判断の外にあることを知らされていた勝呂は、患者一般のための医学
を信じることも、固有性を持った患者を救うこともできないままに無気力となり、生体解剖の場
に立つことになる。他方、優等生を演じることでクラスのなかで特権的な地位を得ていた小学生
時代の戸田は、演技ではない本当の自分を見出そうとするがかなわない。それ以後も有能である
ことを演じることで他者からの評価を得ようして戸田は、却って固有性を失っていく。ただ中学
時代彼は、罰せられてうなだれる山口の姿に、演技から解放された素顔を見ていた。同様の体験
を期待して彼は生体解剖に参加するが、眠っている捕虜の顔に固有性を見出すことはできなかっ
た。この作品は、固有性が消される戦時下を舞台として、人は固有の存在であり得るかという問
いを提示しながら、同時に有用性が他者評価の基軸であることを示していると論じる。 
第四章『おバカさん』では、ガストンの一部しか知らない隆盛や巴絵の評価に寄りかかってガ
ストンを理解することを退け、ガストンと殺し屋遠藤との関係が検討される。自身を宿無しと自
覚するガストンは同じく宿無しの野良犬を救おうとして果たせなかった。その代わりにガストン
は遠藤を救おうとする。罪を着せられてＢＣ級戦犯として処刑された兄の復讐を図る遠藤は、戦
争を忘れ去った現代のなかで居場所を持たない宿無しだからである。しかしガストンの試みは成
功しない。 後に自分が無力でしかないと自覚したとき、ガストンの声は遠藤の耳に無力に死ん
でいった妹の声として聞こえ、遠藤の殺人を阻む。ガストンは無力な宿無しとして遠藤を救うの
であるが、しかしそれを境に二人は姿を消し、実現した二人の関係のその後は語られることなく、
作品は閉じられると説く。 
第五章『わたしが・棄てた・女』では、ミツを棄てた吉岡がまず検討される。他者からの高評価
を目指して社会階層を上昇していく吉岡は、人間関係を損得に基づいて判断する。ただ上昇の過
程で彼はしばしば、棄てたミツを通じて棄ててきた故郷を想起している。他方ミツもまた故郷を
離れ東京にでて来た少女であった。ミツは憧れの大学生吉岡のために自分を与えるが、吉岡に限
らず相手の役に立つために自分が持てるものを与えるというのが、ミツの人間関係のありかたで
あった。ところがハンセン病と診断されることで、ミツは他者に与えることができなくなってし
まう。収容された病院でミツは、社会から役に立たないものとされる患者達が、ともに仲間とし
て生きている姿を目にする。誤診であることが分かった後ミツは、役に立つか否かを超越した人
間関係のある病院こそが故郷であると感じ、そこに留まることを選ぶ。『おバカさん』のガストン
同様、ミツもまた役に立つことを断念したとき、新しい他者との関係に出会うのであるが、しか
し戻った病院でミツはどのように過ごすのか。作品は新たなミツの姿を描かないまま、交通事故
という形で幕を下ろしてしまうと論じる。 
第六章『沈黙』では、もう一人の棄教司祭フェレイラも取り上げられる。司祭として人びとの
役に立つことをただ一つの願いとしていたフェレイラは、キリスト教が人びとの役に立たないと
感じたとき、奉行所という場での有用性を求めて棄教した。他方でロドリゴの棄教は、有用であ
ることそのものを放棄することであった。自身を無用の者の位置に置くことで、ロドリゴは誰か
らも評価されないキチジローの苦しみを理解し、彼を受け入れる。と同時に、踏み絵を踏んでも
なお「私はこの国で今もなお 後の切支丹司祭なのだ」と言い切る。他者からの評価に関わりな
く、自分が誰であるかを見出し得ているのである。役に立つことを断念した後のロドリゴの姿が
描かれていることとあわせて、『沈黙』は無用であることの可能性を提示した作品だと論じる。 
第七章『スキャンダル』では、成瀬夫人が病院のボランティアとして、子供の代わりに死にた
いと祈りながら、同時に子供達が惨殺される光景に快感を覚えるという二面性を持っており、さ
らに子供達への加虐の欲望が、死への陶酔と結びついていることが指摘される。成瀬夫人に導か
れて勝呂は、社会のなかで得ている基督教作家という顔の背後に潜むもう一つの自分を発見して
いくが、その過程で死を何の恐れもない柔和そのものと感じる夢を見る。意識化に潜む勝呂は、
少女ミツの若さを取り込もうと彼女の身体を吸うが、同時にそれとは別の欲望を感じて、ミツの
首に手をかける。思わず湧き上がったミツへの加虐の欲望は、死への憧憬と結びついており、死
への恐怖と憧憬という相反する欲望を描き出したところに、この作品の意義を認めている。 
第八章『深い河』では、『スキャンダル』の成瀬夫人と同名の成瀬美津子に焦点が当てられる。
他者の賞讃に囲まれながら、心に空虚を抱いている美津子はまた、自分自身を破壊したいという
欲望を感じており、それは役に立たない者に対する加虐の欲望にも繋がる。自身とは全く違う世
界を生きる大津への興味から参加したインド旅行で美津子は、微笑みつつ生き血を吸っている女
神カーリーを見て、善も悪も混在していると思い、どちらも役に立つことを優先する世界の外に
ある、大津の愛と自分が抱える破壊の衝動とが同類である可能性を感じ取る。作品の 後で美津
子は全てを受け入れるガンジス川で沐浴するが、そこには誰にも役に立たぬままに弱者を救う大
津の行為をなぞろうとする志向と、他者評価からの解放を死の世界に求めようとする志向とが見
て取れると論じる。 
以上八つの章は独立した作品論として書かれているが、 終章の「結」では、八つの作品を振
り返り、有用性を基準として下される他者からの評価から離れて、本来的な自己を求めようとす
る遠藤文学の試みは、『沈黙』のロドリゴにおいて一応の決着をつけた。しかしそこでは『白い人』、
『黄色い人』に描かれていた加虐の欲望が扱われておらず、遠藤は改めて『スキャンダル』にお
いて加虐の欲望と向き合い、それを死への憧憬と繋がるものとして描いた。『スキャンダル』を引
き継いで『深い河』の美津子が、生と死が混在するガンジス川に身を浸したとき、遠藤文学は、
他者による評価からの解放を死に求める憧憬をも肯定しようとしている述べ、神の問題だけにと
どまらない遠藤文学の可能性とは、他者評価から解放された私を求める過程で浮かび上がった、
有用性で結ばれる関係、無力な存在、死への憧憬であると述べる。 
 
論文審査の結果の要旨 
 
本論文の 大の意義は、神の物語という枠組みを離れて遠藤文学を論じたところにある。本論
文も指摘するように、これまでの遠藤研究は、遠藤文学を神に関する問題という視角から論じて
きた。たしかに遠藤文学において神は重要な位置を占めている。しかし小説は多様な相を持つも
のであり、特定の視角からの議論だけでは、作品の多様な側面が見過ごされてしまう。本論文は、
あえて神の問題へと回収することを避けて、遠藤の個々の作品を、作品に即して読み直している。 
取り上げられる作品は、『白い人』以下『深い河』まで、これまでの研究でも注目されてきた作
品であるが、そのような姿勢で論じた結果、これらの作品には、他者からの評価と自分、有用性
という評価基準、人間の固有性の喪失、加虐の欲望など、従来看過されてきた問題系が描かれて
いることが、見出され、具体的に示されている。 
これらの問題は、遠藤文学に限らず近代文学のなかで様々な形で描かれてきた事柄である。従
来、神をめぐる文学とだけ捉えられることで、遠藤文学は他の近代文学とは一線を画した位置に
置かれてきたが、こうした問題系が見出されたことで、遠藤文学を他の近代文学作品と同じ地平
で論ずることが可能になったといえる。 
また、加虐の欲望という問題が見出されたことで、『スキャンダル』を遠藤文学の流れのなかに
位置づけることも可能になった。従来『スキャンダル』は遠藤文学のなかで孤立した作品として
扱われ、『深い河』の成瀬美津子が『スキャンダル』の成瀬夫人と同名であるにも関わらず、二つ
の作品の間の連続性よりも断絶性が強調されてきた。本論文は初期の『白い人』、『黄色い人』に
加虐の欲望が描かれていることを見出し、遠藤文学のなかにある加虐の欲望の系譜のなかに『ス
キャンダル』を位置づけることに成功しており、『深い河』との連続性も明らかにしている。 
その他『わたしが・棄てた・女』の吉岡や『沈黙』のフェレイラなど、作品中の主要な人物であ
りながらも従来看過されていた登場人物にも、着目し分析を加えるなど、それぞれの作品につい
ての論において新たに指摘されたことは数多い。 
さらに本論文は個々の作品を丁寧に論じている。作品の外から持ち込まれた問題意識や基準に
従って作品を裁断するのではなく、あくまでも作品に寄り添い、作品の内容に即して様々な問題
系を、作品に内在するものとして浮かび上がらせており、説得力に富む。前述した、個々の作品
についての新たな指摘も、そうした姿勢に支えられてのことである。 
もちろん個々の作品の解釈に関しては異論もあり得るし、一作品を一章で論ずるという制約の
故か、論じられている作品に関係する他の短編が議論のなかに十分組み込まれていない憾みも残
る。また作品に密着するあまり、ときに作品の展開に引きずられて議論がやや迂路を辿る部分も
みうけられるし、提出された様々な問題系の相互の関係についても、検討はされているがもう一
段整理できる余地があるようにも思われる。一方で作品に寄り添いつつ他方では作品と距離を取
って、見出された問題系をそれ自身として整理し、主要な問題を軸として全体を論じていくこと
も試みられてよいと思われる。 
また遠藤文学を論ずる際に神は避けて通ることのできない問題であり、作品を神の問題へと回
収することを意図的に避けた本論文にあっても、神に繋がる議論が一部には含まれている。遠藤
文学を地上の人間の物語として読んだ上で、改めて遠藤文学に於ける神の存在について考察する
必要があろう。 
とはいえ、それらは今後、本論文の成果の上に立って追求されるべき課題であり、申請者には
それに取り組む能力があると認められる。神の物語という枠を離れて、いわば人間の物語として
遠藤文学の初期から 後までを論じたことの意義は大きく、本論文は遠藤研究の新たな局面を切
り開いたものと評価できる。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
